
（
１
）

『
政
事
要
略
』
巻
廿
八
に
「
貢
蘇
事
」
の
条
が
あ
り
、
蘇
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
蘇
が
乳
製
品
で
あ
り
、
か
つ
固

（
２
）

体
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
本
質
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
諸
説
が
あ
り
、
い
ま
だ
定
説
に
達
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
「
貢
蘇
事
」
の
全
文
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

本
草
云
、
酪
蘇
微
寒
。
補
二
五
蔵
一
利
二
大
腸
聿
主
ニ
ロ
瘡
↓
注
云
。
蘇
出
二
外
國
や
亦
従
二
益
州
一
来
。
本
是
牛
羊
乳
所
二
為
作
｛
也
。
自
有
し

法
。
佛
經
丞
糯
二
乳
成
し
酪
成
レ
蘇
々
成
戸
醒
。
々
々
色
黄
白
。
作
し
餅
甚
甘
肥
。
亦
時
至
二
江
南
記
謹
案
。
蘇
扣
酪
作
也
。
性
猶
与
レ
酪
異
。
今

通
言
。
恐
是
陶
之
未
達
。
然
蘇
牛
蘇
。
勝
二
於
羊
蘇
一
。
其
粍
牛
復
優
二
於
家
牛
一

又
云
。
牛
乳
微
寒
。
補
二
虚
扇
圭
止
鯵
渇
下
し
気
。
注
云
。
擦
牛
為
し
佳
．
不
レ
用
下
新
被
二
飲
寛
一
者
上
。
謹
案
。
水
牛
乳
云
。
造
石
密
漬
之
言
。

作
酪
濃
厚
。
味
勝
二
榛
牛
乳
性
一
・
箏
飲
令
一
ニ
レ
人
利
二
熟
箪
含
二
子
微
一
似
し
温
・
奉
融
癖
蝿
塞
唾
一
多
文

右
官
史
記
云
。
文
武
天
皇
四
年
十
月
。
造
し
使
造
レ
蘇
。

太
政
官
符
七
道
諸
國
司

右
自
今
以
後
。
納
レ
籠
進
。
不
し
漬
二
檜
杉
等
櫃
聿
今
以
レ
状
下
し
符
。

蘇
事

「
蘇
」
に
つ
い
て

繩
確
率
極
鐸
韓
壗
準
一
云
珂
畦
窪
一
語
昭
和
五
十
七
年
三
月
十
三
日
受
付

白

崎

昭
一

郎
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民
部
式
云
。
諸
國
貢
蘇
番
次

伊
勢
國
十
八
壺
培
略
識
卜
計
升
尾
毛

埜
科
伊
豆
國
七
壺
並
小
一
升
甲
幸

右
八
ヶ
國
為
二
第
一
番
一
丑
未
年

伊
賀
國
七
壺
並
小
一
升
武
蔵
國
廿
一

國
廿
壺
什
中
誇
埜
料

小
一
升
釜
ズ
弥
虐
胆
ノ
ョ
ー
ｇ
１
４
ｌ
チ
千
葹
今
［

右
八
ヶ
國
為
二
第
三
番
一
卯
酉
年

能
登
國
九
壺
程
窯
埜
謡
越
中
國

馬
國
十
一
壷
に
叩
諸
埜
羽
因
幡
國

右
十
ヶ
國
為
二
第
四
番
一
辰
戌
年

太
宰
府
七
十
壺
計
諾
筆
座
諦
蛸
和

右
六
ヶ
國
為
二
第
二
番
一
寅
申
年

近
江
國
十
八
壺
托
調
略
獣
卜
計
升
美
乃
國
十
七
壺
托
叩
鑑
埜
荊

塗
料
若
狭
國
八
壺
並
小
一
升
越
前
國
十
五
壷
硲
鑑
埜
糊

右
為
二
第
五
番
｝
巳
亥
年

播
磨
國
十
五
壺
猫
叩
詫
埜
荊

藝
國
八
壺
一
舘
鑑
埜
刑

養
老
六
年
閨
四
月
十
七
日

武
蔵
國
廿
圭
塞
誼
略
鉢
卜
計
升

辮
美
作
國
十
一
壺
籠
謡
埜
謡
備
前
國
十
一
黒
館
鑑
埜
荊
備
中
國
十
壺
鮨
鑑
埜
荊
備
後
國
七
壺
垂
駕
埜
荊
安

一
周
防
國
六
壺
並
小
一
升
二
陰
門
國
八
壺
並
小
一
升
一
紀
伊
國
七
壺
話
謹
荊
淡
路
國
三
壺
並
小
一
升
阿
波
國
十
壷

越
中
國
十
壺
栖
叩
鑑
埜
斜
越
後
國
十
一
壺
謂
霊
埜
渇
丹
波
國
十
一
壺
仁
叩
詰
埜
謡
丹
後
國
↓
公
要
舘
鑑
埜
湖
但

因
幡
國
十
一
壺
歸
霊
拡
燕
伯
耆
國
十
一
壷
に
叩
霊
埜
料
出
雲
國
十
一
壺
龍
藷
埜
刑
石
見
國
八
壷
一
命
諾
埜
荊

尾
張
國
十
五
壺
極
印
鑑
塗
料
参
河
國
十
四
壺
栖
即
諾
埜
謡

甲
斐
國
十
壺
並
小
一
升
相
摸
國
十
六
壺
結
叩
謡
塗
料

安
房
國
十
壺
並
小
一
升
上
総
國
十
七
壺
詰
鑑
埜
瑚
下
総
國
二
十
一
要
鎗
略
鍼
卜
計
升
常
陸

信
乃
國
十
三
壺
極
叩
謡
埜
淵
上
野
國
十
三
壺
唾
印
鑑
埜
謡
下
野
國
十
四
壺
極
叩
謡

加
賀
國
港
印
鑑
埜
謡

遠
江
國
十
四
壺
梱
叩
鑑
埜
料
駿
河
國
十
二
壷
硝
霊
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貞
観
七
年
三
月
二
日

引
用
文
の
う
ち
、
諸
國
貢
蘇
番
次
の
部
分
は
『
延
喜
式
』
と
、
末
尾
の
罰
則
の
部
分
は
『
類
聚
三
代
格
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
小
異
の
箇
所
は

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
補
っ
た
り
訂
正
し
た
り
し
て
い
る
（
□
な
ら
び
に
左
側
に
．
）
。

「
右
官
史
記
」
と
「
太
政
官
符
」
の
引
用
は
『
政
事
要
略
』
独
自
の
記
事
で
あ
る
が
、
特
に
作
為
を
疑
わ
せ
る
理
由
も
な
い
の
で
、
ま
ず
信

頼
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
邦
に
お
け
る
蘇
の
製
造
が
文
武
天
皇
四
年
（
七
○
○
年
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
ま
た

「
籠
に
納
れ
て
進
め
よ
」
の
記
載
か
ら
蘇
が
固
体
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

冒
頭
の
「
本
草
云
」
以
下
の
文
は
『
新
修
本
草
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
な
り
の
誤
脱
が
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意

又
云
。
諸
國
貢
レ
蘇
。
右
依
二
番
次
争
當
年
十
一
月
以
前
進
畢
。
但
出
雲
國
十
二
月
為
し
限
。
輪
韓
随
次
。
終
而
復
始
。
其
取
二
得
乳
一
者
。
肥

牛
日
大
八
合
。
痩
牛
減
に
半
。
作
し
蘇
之
法
。
乳
大
一
斗
。
煎
得
二
蘇
大
一
升
司
但
飼
秣
者
。
頭
別
日
四
把
。

貞
臨
格
云
。
應
レ
責
し
違
訓
闘
例
貢
蘇
一
事

（
園
人
）

右
案
。
太
政
官
去
耒
和
十
二
年
八
月
七
日
符
偶
。
太
政
官
去
弘
仁
六
年
十
一
月
十
三
日
下
二
民
部
省
一
符
傳
。
右
大
臣
宣
。
奉
勅
。
諸
國
所
し

貢
之
蘇
。
漬
三
十
一
月
以
前
伸
二
悉
進
戸
之
。
若
有
二
物
實
不
し
好
。
井
貢
進
違
戸
期
者
。
國
司
科
二
連
勅
罪
至
使
者
五
位
巳
上
亦
処
二
同
科
一
六
位

巳
下
不
し
論
蔭
曠
却
決
杖
六
十
者
。
而
傾
年
國
司
輕
蔑
憲
章
至
或
稽
二
延
乃
貢
聿
或
調
適
太
鹿
。
所
司
漏
却
。
亦
除
二
其
罪
至
今
擬
檬
前
・
毛

恐
多
二
陥
者
記
大
納
言
正
三
位
兼
行
右
近
衛
大
将
民
部
卿
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
良
房
宣
。
宜
下
申
二
明
蕾
制
聿
頒
二
下
諸
國
や
已
往
在
し

寛
．
将
来
必
罪
著
．
而
一
惜
一
不
二
間
一
連
一
常
致
二
違
閏
是
則
怯
罪
蕊
重
．
不
修
忍
二
必
行
奉
國
宰
積
習
．
奔
而
不
炉
勤
〆
之
一
価
嘉
也
．

（
良
相
）

右
大
臣
宣
。
奉
勅
。
有
し
法
不
吟
行
．
還
同
レ
無
し
法
。
宜
下
改
二
前
格
一
更
立
二
新
制
印
五
位
巳
上
全
奪
二
位
禄
ヱ
ハ
位
以
下
折
矧
取
公
癬
五
分
之

《
○

栖
叩
鑑
埜
調
讃
岐
國
十
三
壷
舘
鑑
埜
荊
伊
豫
國
十
二
壺
蛸
筆
埜
調
土
佐
國
十
壺
栖
印
鑑
埜
荊

上

右
十
四
ヶ
國
為
二
第
六
番
》
子
午
年
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『
新
修
本
草
」
は
唐
の
顕
慶
二
年
（
六
五
七
）
蘇
敬
ら
の
撰
に
よ
る
中
国
最
古
の
勅
撰
本
草
書
で
あ
る
が
、
比
較
的
早
く
日
本
に
伝
わ
っ
た
と

（
３
）

見
え
、
天
平
三
年
（
七
三
一
）
の
奥
書
の
あ
る
写
本
が
遣
存
し
て
い
る
。
幸
い
関
係
部
分
の
写
真
版
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

酪
蘇
微
寒
。
補
五
蔵
、
利
大
腸
、
主
口
瘡
。

（
以
下
細
注
）
蘇
出
外
國
、
亦
従
益
州
来
。
本
是
牛
羊
乳
所
為
之
。
自
有
法
。
佛
經
丞
樗
、
乳
成
酪
、
々
成
蘇
、
々
成
醍
醐
、
為
々
色
黄
白
、

作
餅
、
甚
甘
肥
、
亦
時
至
口
南
。
謹
案
、
蘇
柤
酪
作
之
。
其
性
猶
与
酪
異
。
今
通
言
、
恐
是
陶
之
未
達
。
然
蘇
有
牛
蘇
羊
蘇
、
牛
蘇
勝
於
羊

を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

の
部
分
は

作
餅
、
甚
甘
肥
、
亦
時
至
［

蘇
、
其
粍
牛
復
優
於
家
牛
。

と
な
っ
て
い
て
、
『
政
事
エ

さ
ら
に
『
新
修
本
草
』
の
現
伜

酢
微
寒
、
補
五
蔵
、
利
大
腸
、

（
細
注
）
解
出
外
國
、
亦
従
益
叩

餅
、
甚
甘
肥
、
亦
時
至
江
南
。

也
0’す

乳な
成わ
酪ち
成＝，

蘇政
,ど事
成要
醒略
、ｰ

々の

ｌ
乳
成
酪
、
酪
成
蘇
、
蘇
成
醍
醐
、
醍
醐
色
黄
白
Ｉ

と
な
っ
て
い
て
、
一
層
わ
か
り
や
す
い
。

謹
案
。
蘇
掴
酪
作
之
、
其
性
猶
與
酪
異
。
今
通
言
。
恐
是
陶
之
未
達
。
然
啄
有
牛
岬
羊
群
、
而
牛
岬
勝
於
羊
啄
、
而
其
悠
牛
復
優
於
家
牛

」
い
て
、
『
政
事
要
略
』
の
誤
謬
を
か
な
り
正
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）

『
新
修
本
草
』
の
現
代
中
国
の
刊
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
分
が

補
五
蔵
、
利
大
腸
、
主
口
瘡
。

酔
出
外
國
、
亦
従
益
州
来
。
本
是
牛
羊
乳
所
為
。
作
之
自
有
法
。
佛
經
構
、
乳
成
酪
、
酩
成
解
、
麻
成
醍
醐
、
醍
醐
色
黄
白
、

々
疫
色
黄
白
！

作
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と
あ
り
、
い
う
ま
て
も
な
く
こ
れ
は
「
政
事
要
略
』
の
一
又
云
」
以
下
の
部
分
に
対
応
す
る
。
『
政
事
要
略
』
の
「
榛
牛
」
は
「
榛
牛
（
小

シ
ソ

さ
い
牛
）
」
の
誤
り
で
あ
り
、
「
零
」
が
「
平
生
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
訂
正
し
て
も
な
お
誤
脱
が
あ
る
と
見

え
て
、
正
確
な
意
味
を
と
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
牛
乳
が
、
栄
養
・
強
壮
・
止
渇
等
を
目
的
と
し
て
薬
用
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
「
醍
醐
」

の
「
扣
」
は
『
政
事
要
略
』
の
中
本
は
「
栢
」
に
作

本
な
ら
び
に
現
代
刊
本
か
ら
判
断
し
て
「
掴
」
扇

末
尾
に
近
く
、
「
其
粍
牛
復
優
二
於
家
牛
一
」
の

牛
」
い
ず
れ
も
水
牛
に
近
い
野
牛
で
、
中
国
西
北
（

し
な
い
。
こ
の
牛
は
黒
い
尾
毛
が
美
し
く
飾
り
に
、

り
で
あ
ろ
う
。

な
お
「
陶
之
未
達
」
の
「
陶
」
は
『
本
草
經
集
注
』
の
著
者
・
陶
弘
景
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
酪
と
蘇
は
性
質
が
違
っ
て
い
る

の
に
、
そ
れ
を
列
記
し
て
い
る
陶
弘
景
の
記
述
は
十
分
で
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

さ
て
『
新
修
本
草
』
現
代
刊
本
「
牛
乳
」
の
条
に
、
牛
乳
微
寒
、
補
虚
扇
、
止
渇
下
氣
。

（
以
下
細
注
）
榛
牛
為
佳
、
不
用
新
被
飲
党
者
。
謹
案
。
水
牛
乳
云
、
造
石
蜜
須
之
言
、
作
酪
濃
厚
、
味
勝
榛
牛
。
榛
牛
乳
性
、
平
生
、
飲
令

こ
れ
ら
の
記
載
を
通
じ
て
、
古
代
の
乳
製
品
に
、
蘇
廉
）
・
酪
・
醍
醐
の
三
種
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
薬
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
推
察

人
利
熟
飲
。
今
人
口
乾
、
微
以
温
也
。

て
左
乏
こ
と
か
匪
白
て
あ
る
一
醍
醐
」
を
「
醒
」
と
誤
っ
た
た
め
に
意
味
不
通
と
な
っ
た
。
ま
た
謹
案
の
次
の
「
蘇
湘
酪
作
也
」

は
『
政
事
要
略
』
の
中
本
は
「
栢
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
が
通
ら
な
い
。
こ
こ
は
『
新
修
本
草
』
の
天
平
写

に
現
代
刊
本
か
ら
判
断
し
て
「
掴
」
（
ぬ
く
、
と
り
だ
す
）
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

近
く
、
「
其
粍
牛
復
優
二
於
家
牛
一
」
の
一
‐
粍
」
は
『
政
事
要
略
』
の
中
本
・
陵
本
で
は
「
梶
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
粍
牛
」
「
梶

れ
も
水
牛
に
近
い
野
牛
で
、
中
国
西
北
の
諸
省
や
西
蔵
な
ど
に
産
す
る
と
い
う
か
ら
、
初
め
の
「
益
州
よ
り
来
る
」
の
記
載
と
矛
盾

デ
ハ
六
沙

こ
の
牛
は
黒
い
尾
毛
が
美
し
く
飾
り
に
用
い
ら
れ
た
所
か
ら
「
毫
牛
」
と
も
い
う
の
で
、
現
代
刊
本
の
「
蟠
牛
」
は
恐
ら
く
そ
の
誤

二
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で
き
る
が
、
こ
の
三
種
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
ま
た
現
代
の
乳
製
品
の
何
に
あ
た
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
。

（
戸
○
）

そ
こ
で
先
ず
『
政
事
要
略
」
よ
り
も
若
干
成
立
が
さ
か
の
ぼ
る
『
倭
名
類
聚
抄
』
の
著
者
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

醍
醐
本
草
注
蘇
敬
日
、
醍
醐
榊
諦
鍾
儒
蠅
蝿
請
齢
錘
是
脈
之
精
液
也
。
陶
隠
居
日
、
一
名
糾
師
、
言
豚
一
糾
之
中
、
得
三
四
升
也
。

蘇
陶
隠
居
本
草
注
云
、
酢
樒
蕾
諦
同
牛
羊
乳
所
為
也
。

酪
通
俗
文
云
、
温
牛
羊
乳
、
日
酪
轆
挙
睡
謝
獅
可
遊

乳
巌
陶
隠
居
本
草
注
云
、
乳
成
酪
、
酪
成
麻
、
翫
成
醍
醐
、
色
黄
白
、
作
盤
甚
甘
肥
峅
檸
華
獅
緬
窪
趣
乳
餅

（
６
）

こ
れ
に
つ
い
て
狩
谷
恢
斎
が
考
証
し
て
い
る
が
、
す
で
に
『
新
修
本
草
』
か
ら
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蘇
か
ら
作
ら
れ
た
醍
醐
は

餅
状
を
な
し
て
い
て
、
乳
餅
そ
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
に
、
倭
名
抄
の
著
者
が
「
醍
醐
」
と
「
乳
駐
」
の
二
項
に
分
っ
て
、
別
の
物
の
よ

う
に
記
載
し
て
い
る
の
は
不
審
な
こ
と
で
あ
る
。
『
倭
名
抄
』
の
作
ら
れ
た
頃
、
す
で
に
醍
醐
の
実
体
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
醍

醐
に
液
体
と
固
体
の
二
種
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

諸
書
で
一
致
し
て
い
る
の
は
、
乳
↓
酪
↓
蘇
↓
醍
醐
と
い
う
成
立
の
順
序
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
酪
に
つ
い
て
考
案
し
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
倭
名
抄
』
の
記
載
が
重
き
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
和
名
ニ
ウ
ノ
ヵ
ュ
乳
粥
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
液
体
で
あ
る
こ
と
に

疑
問
の
余
地
は
な
い
。
狩
谷
依
斎
は
「
煎
レ
乳
、
為
し
酪
、
洋
々
然
如
二
薄
粥
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
倭
名
抄
』
の
引
用
す
る
『
通
俗
文
』
は
後

漢
の
服
虚
の
著
、
成
立
が
古
い
だ
け
に
信
頼
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
酪
と
は
、
牛
乳
を
加
熱
し
て
ど
ろ
ど
ろ
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

酪
を
往
々
バ
タ
ー
も
し
く
は
チ
ー
ズ
と
解
す
る
人
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
は
乾
酪
と
間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
乾
酪
に
つ
い

て
は
後
述
）
。

次
に
蘇
（
啄
）
が
酪
か
ら
作
ら
れ
る
こ
と
は
諸
書
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
を
述
べ
た
古
書
は
見
当
ら
な
い
。

（
７
）

や
や
後
代
の
文
献
で
あ
る
が
、
明
の
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
は
次
の
如
く
記
す
。
「
酪
」
の
項
。
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私
は
こ
れ
ら
の
文
献
に
則
っ
て
、
牛
乳
一
升
を
は
げ
し
く
攪
枠
し
な
が
ら
沸
騰
さ
せ
、
冷
却
し
て
は
ま
た
煎
裁
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
白
色
の
固
形
物
約
一
合
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
カ
ゼ
イ
ン
を
主
体
と
す
る
蛋
白
質
が
、
脂
肪
を
混
じ
な
が
ら
凝
固
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
適
度
に
甘
く
香
ば
し
く
、
ま
た
保
存
に
堪
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
延
喜
式
』
な
ら
び
に
『
政
事
要
略
』
の
「
乳

大
一
斗
か
ら
蘇
大
一
升
を
得
る
」
と
の
記
載
と
も
合
致
し
、
古
文
献
に
現
れ
る
「
蘇
」
と
考
え
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。

ま
た
同
書
「
麻
」
の
項
に
は

（
８
）

時
珍
日
、
酢
乃
酪
之
浮
至
所
成
、
令
人
多
以
白
羊
脂
雑
之
、
不
可
不
辨
。
按
膣
仙
神
隠
、
云
造
法
、
以
乳
入
鍋
、
煎
二
三
沸
、
傾
入
盆

内
、
冷
定
、
待
面
結
皮
、
取
皮
再
煎
、
油
出
去
濫
、
入
在
鍋
内
、
即
成
麻
油
。
一
法
、
以
桶
成
乳
、
以
木
安
板
搗
牛
日
焦
、
氷
出
撤
取
、
煎

去
焦
皮
、
即
成
麻
也
。
几
入
薬
以
微
火
、
溶
化
、
漁
浄
用
之
良
。

必
ず
し
も
判
り
よ
い
文
章
で
は
な
い
が
、
牛
乳
を
加
熱
し
た
り
、
冷
却
し
た
り
す
る
過
程
の
中
で
、
浮
い
て
く
る
皮
を
集
め
て
「
麻
」
を
作

っ
て
行
く
製
法
の
大
綱
は
理
解
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
明
代
の
『
正
字
通
』
に
あ
り
、
そ
れ
に
は
元
の
『
飲
膳
正
要
』
に
由
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
製
法

が
少
な
く
と
も
元
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
を
通
覧
し
て
、
乳
酸
醗
酵
を
思
わ
せ
る
何
ら
の
記
述
も
見
出
せ
な
い
こ
と
は
、
酪
な
ら
び
に
蘇
を
、
チ
ー
ズ
も
し
く
は
毒
ハ
タ

ー
と
見
な
す
説
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
。
た
だ
し
乾
酪
は
、
旧
酪
を
混
じ
て
日
に
曝
す
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
チ
ー
ズ
で
あ
あ
か
も
知

れ
な
い
。

用
○

造
法
、
用
乳
半
杓
、
鍋
内
妙
過
、
入
餘
乳
、
熱
数
十
沸
、
常
以
杓
縦
横
攪
之
、
乃
傾
出
罐
盛
、
待
冷
、
掠
去
浮
皮
、
以
為
麻
、
入
薑
酩
、

、

少
許
紙
封
、
放
之
即
成
美
。
又
乾
酪
法
、
以
酪
晒
結
、
掠
去
浮
皮
、
更
晒
、
至
皮
孟
却
、
入
釜
中
、
妙
少
時
、
器
盛
再
曝
、
令
可
作
塊
収
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’
一
ノ
ー
、
一
一
Ｊ
品
ユ
ノ
し
Ｅ
ｒ
ｔ
ｊ
Ｊ
【
ｋ
Ｎ
レ
に
曲
Ⅲ
卜
｜
‐
１
Ｊ
『
剴
列
Ｉ
ｆ
鈴
Ⅱ
Ⅱ
，
ｎ
世
、
ｆ
曲
１

造
蘇
建
升
小
納
壺
難
口
並
小
乳
牛
陸
頭
岬
畷
飼
稻
犀
拾
捌
束
酔
銅
日

と
「
造
蘇
」
の
事
が
見
え
る
。
六
頭
の
乳
牛
か
ら
一
千
日
間
乳
を
と
り
、
四
升
の
蘇
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
十
分
の
一
の
収
量
と

し
て
四
斗
の
牛
乳
を
用
い
た
わ
け
で
、
一
頭
一
日
あ
た
り
三
・
三
合
の
搾
乳
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
延
喜
式
」
の
「
其
取
二
得
乳
一

者
、
肥
牛
日
大
八
合
、
痩
牛
減
し
半
」
の
記
載
に
比
し
て
著
し
く
低
い
。
恐
ら
く
一
斗
の
牛
乳
か
ら
一
升
の
蘇
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
『
延
喜
式
』
の
周
防
国
の
貢
蘇
の
基
準
は
六
壷
で
あ
る
。

天
平
九
年
の
『
但
馬
國
正
税
帳
』
で
は
、

依
例
造
蘇
伍
壺
埜
一
乳
牛
壱
拾
参
頭
取
乳
廿
日

醍
醐
に
つ
い
て
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
「
醍
醐
」
の
項
に

恭
日
、
醍
醐
出
酢
中
、
乃
酢
之
精
液
也
。
好
啄
一
石
、
有
三
四
升
醍
醐
。
熱
酪
時
、
上
一
重
凝
者
為
酔
。
酢
上
如
油
、
為
醍
醐
、
熱
之
即

出
、
不
可
多
得
。
極
甘
美
、
用
虎
亦
少
。

と
あ
り
、
別
に
「
乳
腐
」
の
項
が
あ
っ
て
、

時
珍
日
、
諸
乳
皆
可
造
、
今
惟
以
牛
乳
者
、
為
勝
□
・
朧
仙
神
隠
害
云
、
造
乳
餅
法
、
以
牛
乳
一
斗
、
渭
濾
入
釜
、
煎
五
沸
、
氷
解
之
、

用
酷
鮎
入
如
豆
腐
法
。
漸
結
成
、
漉
出
以
帛
裏
之
。
用
石
哩
成
入
騨
甕
底
、
収
之
、
又
造
乳
團
法
、
用
絡
五
升
、
煎
濾
入
冷
漿
水
、
弄
必
自

成
塊
、
未
成
更
入
漿
、
一
盛
至
成
、
以
帛
包
搦
、
如
乳
餅
様
収
之
。

と
記
載
さ
れ
、
こ
れ
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
固
め
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
製
法
に
関
す
る
記
載
は
余
り
に
簡
単
で
、
醍
醐
の
実
体
は
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

本
邦
で
は
、
醍
醐
も
酪
も
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
専
ら
蘇
だ
け
が
実
用
に
供
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
邦
で
は
、
醍
醐
も
酪
も
ほ
と
２

（
蛆
）

天
平
十
年
の
『
周
防
國
正
税
帳
』

造
蘇
建
升
小
納
壺
難
口
並
小
呵

「
造
蘇
」
の
事
が
見
え
る
。
六
誼

三

声
」
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（
蝿
）

と
見
え
、
ま
た
『
西
宮
記
』
に
、
延
喜
二
年
、
蘇
を
左
大
臣
に
給
し
た
と
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
上
流
階
級
の
生
活
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
蘇
で
あ
る
が
、
文
献
に
見
え
る
所
は
甚
だ
少
な
く
、
そ
の

か
く
の
如
く
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
諸
国
で
盛
ん
に
蘇
が
作
ら
れ
、
貢
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
生
蘇
」
と
い
う
も
の
も

あ
っ
た
ら
し
く
、
平
城
京
出
土
木
簡
の
中
に
「
近
江
國
生
蘇
三
合
」
の
記
載
が
見
え
、
こ
れ
は
蘇
の
前
段
階
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
恐
ら
く
液

体
で
あ
ろ
う
。
『
広
辞
苑
』
の
「
酢
」
の
項
に
「
牛
ま
た
は
羊
の
乳
を
煮
つ
め
て
濃
く
し
た
漿
。
煉
乳
」
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
誤
り
と
思

わ
れ
る
が
、
或
い
は
「
生
蘇
」
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
て
貢
納
さ
れ
た
蘇
は
、
主
と
し
て
薬
用
に
供
さ
れ
た
。

主
効
能
は
、
す
で
に
『
新
修
本
草
』
で
見
た
よ
う
に
、
「
五
蔵
を
補
し
、
大
腸
を
利
し
、
口
瘡
を
主
す
」
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
『
本

草
綱
目
』
に
は
次
の
よ
う
な
薬
効
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

除
胸
中
客
熱
、
益
心
肝
。
除
心
熱
肺
瘻
、
止
渇
止
嗽
、
止
吐
血
、
潤
毛
髪
。
益
虚
労
、
潤
臓
脇
。
澤
肌
層
、
和
血
脈
、
止
急
痛
、
治
諸

と
あ
り
、
十
三
頭
二
十
日
分
の
牛
乳
で
、
蘇
五
壷
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
大
壺
と
小
壺
と
の
数
量
比
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
乳
量
と
蘇
量

と
の
関
係
を
計
算
で
き
な
い
が
、
『
尾
張
國
正
税
帳
』
（
天
平
六
年
）
に

造
蘇
壱
斗
参
升
怖
霊
吐
叩
砿
潅
鋸
詞
飛
別
納
三
升

と
あ
り
、
大
小
の
数
量
比
が
三
対
一
と
判
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
代
入
し
て
計
算
す
れ
ば
、
一
頭
一
日
あ
た
り
三
・
四
合
の
搾
乳
量
と
い
う
こ
と

（
、
）

に
な
り
、
周
防
国
の
場
合
と
大
差
が
な
い
。

要
す
る
に
強
壮
栄
養
剤
・
整
腸
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
ま
た
若
干
の
抗
炎
症
作
用
も
認
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

（
吃
）

蘇
は
ま
た
貴
重
な
食
品
と
し
て
、
平
安
貴
族
の
食
膳
を
賑
わ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
『
北
山
抄
』
の
「
大
饗
条
」
に
、

除
胸
中
客
熱
、
￥

瘡
。
温
酒
化
服
良
。

Ｏ

立
作
所
蓋
腹
赤
生
烏
蘇
甘
栗
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実
態
に
は
未
分
明
の
点
が
多
い
。
私
の
推
測
も
決
し
て
断
案
と
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
後
多
く
の
識
者
の
ご
叱
正
に
期
待
し
た

い
0

（
皿
）

「
ｎ
ｏ
／

／
Ｔ
上
巡

（
色
皇
只
重
な
ご
示
唆
に
あ
ず
か
り
、
堂
た
文
献
の
借
覧
を
許
さ
れ
た
福
井
大
学
名
誉
教
授
佐
蔵
茂
氏
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
々
長
青
木
允
夫
氏
、

福
井
医
科
大
学
講
師
岩
治
勇
一
氏
等
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
）

（
福
井
県
医
師
会
史
編
纂
委
員
）

へへ

1110
曾曹

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

へ
○
○
〕

／
、

（
４
）

、
ノ

（
反
Ｊ
）

／
、

、
ノ

行
１
１
』

（
○
白
）

八
注
Ｖ

『
政
事
要
略
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
二
十
八
巻
吉
川
弘
文
館
Ｓ
ｍ
年
一
八
三
’
六
頁

例
え
ば
、
佐
伯
有
情
『
牛
と
古
代
人
の
生
活
』
至
文
堂
Ｓ
哩
年
、
関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
Ｓ
“
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

い
。
バ
タ
ー
、
固
乳
、
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
等
の
諸
説
が
あ
る
。

ｚ
①
匡
の
旨
さ
寓
目
鱒
（
一
九
七
九
年
五
月
号
）

『
重
岨
新
修
本
草
』
国
立
中
国
医
薬
研
究
所
出
版
一
九
五
九
年

引
用
は
元
和
刊
本
（
昭
和
四
十
二
年
風
間
書
房
複
刻
）
に
よ
る
。
十
巻
本
写
本
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
醍
醐
の
一
名
「
斜
啄
」
を
「
解
酢
」

と
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
狩
谷
被
斎
の
詳
し
い
校
証
が
あ
る
。

『
萎
注
倭
名
類
聚
抄
』
明
治
十
六
年
刊
本

『
増
広
本
草
綱
目
』
上
海
広
益
書
店
一
九
一
六
年
刊

「
朧
仙
神
隠
」
と
は
明
代
の
人
・
腱
仙
の
著
し
た
『
神
隠
書
』
の
意
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
『
神
隠
書
』
に
は
い
ま
だ
遇
目
し
て
い
な
い
。

宗
田
一
『
日
本
の
名
薬
』
（
八
坂
書
店
Ｓ
砧
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
牛
乳
を
煮
つ
め
て
凝
固
さ
せ
た
も
の
を
「
酪
」
と
し
て
販
売
し
て
い
た
と

い
う
。
こ
れ
は
本
邦
の
蘇
酪
の
伝
統
が
、
北
方
遊
牧
民
族
の
そ
れ
と
若
干
異
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

正
税
帳
の
引
用
は
「
寧
楽
遺
文
』
（
Ｓ
副
訂
正
四
版
東
京
堂
）
に
よ
っ
た
。

村
尾
次
郎
『
律
令
財
政
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
、
周
防
で
は
牛
一
頭
一
日
の
取
乳
量
六
・
五
合
、
但
馬
で
は
六
・
九
合
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
佐
伯
有
情
氏
（
注
２
前
掲
吉
）
の
指
摘
の
ご
と
く
、
計
算
の
誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

『
新
訂
故
実
叢
書
』
吉
川
弘
文
館
所
収
『
北
山
抄
』

『
西
宮
記
』
巻
一
『
改
訂
史
籍
綜
覧
』
近
藤
活
版
所
Ｍ
謁
所
収

（65）361
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G!So''《蘇》isoneoftlleproductsofmilk,

craandtheHeianperiod.ThoughSeijiYo

beenclarified.Therearevariousviewsthat

itwasasubstanceconsistingofmilkprotein

whichwasusedpopularlyasamedicineintheNara
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